
目
次

〈
ﾋ
ｭ
ｰ
ﾏ
ﾝ
ｻ
ｲ
ｴ
ﾝ
ｽ
〉
へ
の
道
―
序
に
代
え
て
　
小
林
登

遺
伝
子
と
文
化
の
相
互
進
化
　
鈴
木
良
次
･
曽
我
部
正
博

一
人
間
の
多
様
性
と
共
通
性
を
つ
く
る
も
の
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3

二
遺
伝
子
の
進
化
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4

ﾈ
ｵ
ダ
ｰ
ｳ
ｨ
ﾆ
ズ
ﾑ
批
判
分
断
遺
伝
子
や
転
転
子
進
化
の
方
向
性
自

己
完
結
的
な
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の
自
己
展
開
｢
自
然
淘
汰
説
｣
と
｢
群
淘
汰
説
｣
生
き

の
び
る
″
利
他
行
為
″
女
王
バ
ﾁ
は
｢
妹
生
産
機
械
｣

三
｢
文
化
｣
の
進
化
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
9

第
二
の
情
報
伝
達
系
動
物
は
文
化
を
も
つ
か
｢
主
体
文
化
｣
は
遺
伝
子
型

二
つ
の
自
己
複
製
子
子
供
の
数
よ
り
大
量
の
ｺ
ピ
ｰ
″
利
己
的
ﾐ
ｰ
ﾑ
″
の

文
化
理
論

四
遺
伝
子
と
文
化
の
相
互
進
化
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
5

自
然
と
文
化
の
対
立
が
新
た
な
文
化
を
生
む
｢
増
幅
則
｣
と
｢
千
年
則
｣
″
自

然
的
人
間
″
と
″
文
化
的
人
間
″
の
亀
裂
″
粒
子
的
世
界
観
″
の
み
で
は
な
く



人
間
の
欲
望
に
み
る
動
物
性
と
霊
性
　
星
野
命

一
人
間
本
質
の
二
つ
の
側
面
　
3
5

″
天
使
″
の
い
ろ
い
ろ

二
人
間
に
お
け
る
｢
欲
求
｣
の
分
析
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3
8

｢
自
己
意
識
｣
と
｢
ｺ
ｽ
ﾓ
ﾛ
ジ
ｰ
｣
｢
本
能
｣
概
念
か
ら
｢
欲
求
｣
論
へ
｢
欲
求
｣

の
位
層
構
造

三
人
間
へ
の
行
動
生
物
学
的
ｱ
プ
ﾛ
ｰ
ﾁ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4
4

″
攻
撃
行
動
″
を
起
こ
す
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
人
間
の
攻
撃
性
は
生
得
的
･
内
発
的
か

″
殺
し
て
は
い
け
な
い
″
の
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ
ｰ
｢
利
他
行
動
｣
を
め
ぐ
る
解
釈

四
人
間
発
達
に
お
け
る
学
習
･
文
化
の
役
割
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4
9

神
経
回
路
網
の
成
熟
と
情
報
生
き
残
る
た
め
の
″
文
化
学
習
″
欲
求
の
民
族

差
″
海
外
成
長
日
本
人
″
と
文
化
の
ポ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｬ
ﾙ
人
間
は
｢
開
か
れ
た
組

織
｣

五
人
間
の
欲
望
と
ｺ
ｽ
ﾓ
ﾛ
ジ
　
5
5

人
間
の
｢
霊
性
｣
と
は
ｼ
ｬ
ｰ
ﾏ
ﾆ
ズ
ﾑ
と
ｺ
ｽ
ﾓ
ﾛ
ジ
ｰ
欲
望
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ

の
再
構
成



ｻ
ﾙ
の
性
､
ﾋ
ﾄ
の
性
大
島
清

一
人
間
が
喪
失
し
た
も
の
､
ｻ
ﾙ
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6
1

ｻ
ﾙ
の
″
原
体
験
″
｢
性
｣
と
い
う
字
の
真
の
意
味
ｾ
ｯ
ｸ
ｽ
か
ら
ｾ
ｸ
ｼ
ｭ

ｧ
ﾘ
ﾃ
ｨ
ﾍ
の
止
揚

二
発
情
期
の
な
く
な
っ
た
人
間
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6
3

ﾎ
ﾙ
ﾓ
ﾝ
動
態
と
発
情
周
期
″
恋
の
ｼ
グ
ﾅ
ﾙ
″
に
変
化

三
二
足
歩
行
が
招
い
た
｢
お
産
｣
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6
8

強
い
｢
つ
わ
り
｣
と
妊
娠
中
毒
症
難
産
と
い
う
宿
命
復
活
す
る
自
然
分
娩

食
胎
盤
行
動
と
夜
間
出
産
の
も
つ
意
味

四
母
性
の
進
化
-
本
能
か
ら
学
習
へ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7
3

未
熟
児
と
し
て
生
ま
れ
る
人
間
母
性
と
ﾎ
ﾙ
ﾓ
ﾝ
の
関
係
離
乳
と
繁
殖
戦

略
近
親
相
姦
の
回
避

五
生
と
性
､
そ
し
て
死
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7
9

社
会
変
化
と
ﾘ
ｰ
ダ
ｰ
の
条
件
〈
対
談
〉
佐
藤
誠
三
郎
･
石
井
威
望

一
ﾘ
ｰ
ダ
ｰ
の
発
祥
と
役
割
の
変
化
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
8
5

ド
ﾗ
ﾏ
の
ｽ
ﾄ
ｰ
ﾘ
ｰ
を
書
く
人
ﾘ
ｰ
ダ
ｰ
の
出
現
の
外
因
説
と
内
因
説



低
下
す
る
ﾘ
ｰ
ダ
ｰ
の
権
威
｢
指
導
者
｣
か
ら
｢
世
話
役
化
｣
へ
い
や
な
奴
に

や
ら
せ
る
そ
れ
で
も
ﾘ
ｰ
ダ
ｰ
志
望
者
は
絶
え
な
い

二
技
術
革
新
時
代
の
ﾘ
ｰ
ダ
ｰ
像
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
9
2

ｶ
ﾘ
ｽ
ﾏ
型
か
ら
ﾀ
ﾚ
ﾝ
ﾄ
型
へ
″
ｺ
ｯ
ｸ
に
英
雄
な
し
″
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾒ
デ
ｨ

ｱ
と
ﾘ
ｰ
ダ
ｰ
の
変
化
社
長
は
偉
い
?
P
型
ﾘ
ｰ
ダ
ｰ
と
M
型
ﾘ
ｰ
ダ
ｰ

技
術
者
集
団
を
ど
う
ﾘ
ｰ
ド
し
て
い
く
か
ま
さ
に
ﾘ
ｰ
ダ
ｰ
が
必
要
な
時
代

三
ﾘ
ｰ
ダ
ｰ
の
育
成
を
展
望
す
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
0
0

使
命
感
と
権
力
欲
知
的
ｴ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の
養
成
″
残
党
″
が
次
の
時
代
の
ﾘ
ｰ
ダ

ｰ
か

家
庭
の
文
化
―
情
報
の
も
つ
意
味
と
役
割
米
山
俊
直

一
血
縁
集
団
の
展
開
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
0
9

″
文
化
を
も
っ
た
動
物
"
核
家
族
へ
の
回
帰
遺
伝
情
報
の
ｹ
ｰ
ブ
ﾙ
背
に

負
う
た
荷
物
種
族
の
無
言
の
約
束
″
ﾎ
ﾄ
ｷ
さ
ん
″
中
心
の
し
つ
け
残
存

す
る
家
の
観
念

二
家
･
家
族
･
家
庭
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
1
6

ｴ
ﾁ
ｯ
ｸ
と
ｴ
ﾐ
ｯ
ｸ
進
化
の
第
三
段
階
と
し
て
の
家
庭
ﾎ
ﾛ
ﾆ
ｯ
ｸ
･

ﾓ
デ
ﾙ
単
独
生
活
者
の
時
代
″
は
か
な
い
家
族
関
係
″
へ
の
移
行
積
極
的



ﾏ
ｲ
ﾎ
ｰ
ﾑ
主
義

三
家
庭
は
ど
ん
な
情
報
を
伝
え
て
き
た
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
2
7

家
庭
構
成
員
の
多
様
な
関
係
｢
し
つ
け
｣
は
子
供
の
文
化
化
家
庭
内
情
報
伝

達
の
双
方
向
性
生
活
史
や
自
伝
に
み
る
訓
え
｢
家
訓
｣
の
歴
史
情
報
の
ｴ

ｰ
ジ
ｪ
ﾝ
ﾄ
と
し
て
の
家
庭

科
学
と
宗
教
―
そ
の
相
互
的
視
点
〈
対
談
〉
森
政
弘
･
小
林
登

一
清
ら
か
な
一
つ
の
全
体
者
を
知
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
3
9

″
人
間
は
自
然
の
小
さ
い
も
の
″
″
見
る
主
体
″
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
大

自
然
の
｢
慈
悲
｣
を
｢
工
学
的
受
用
｣
す
る
自
然
科
学
を
や
っ
て
い
る
と
宗
教
は

理
解
し
や
す
い

二
宗
教
が
ﾋ
ﾄ
を
″
人
間
″
に
し
た
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
4
4

｢
信
じ
る
｣
と
い
う
プ
ﾛ
グ
ﾗ
ﾑ
の
存
在
｢
情
報
科
学
｣
が
忘
れ
て
い
る
こ
と

″
情
報
"
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
宗
教
｢
言
葉
｣
よ
り
先
に
あ
っ
た
｢
宗
教
｣

″
祈
り
と
報
い
″
の
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
絶
対
と
相
対
を
含
む
ほ
ん
と
う
の
｢
絶
対
｣

三
二
元
的
一
元
論
に
よ
る
矛
盾
の
脱
却
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
5
2

薄
い
悪
の
ベ
ｰ
ﾙ
を
か
ぶ
っ
た
如
来
蔵
敵
を
味
方
に
す
る
｢
退
歩
の
勉
強
｣

｢
素
粒
子
論
｣
と
｢
道
教
｣
の
対
比
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
｢
ﾔ
ﾇ
ｽ
｣
で
あ
る
鬼
っ



子
を
育
て
る
人
間
の
行
為

四
人
間
と
ﾛ
ボ
ｯ
ﾄ
の
｢
身
体
図
｣
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
6
1

身
体
図
と
い
う
ｿ
ﾌ
ﾄ
ｳ
ｪ
ｱ
母
と
子
を
結
ぶ
バ
ｲ
ｵ
ﾛ
ジ
ｶ
ﾙ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ

科
学
性
を
帯
び
た
統
一
宗
教
を

自
己
組
織
化
現
象
と
し
て
の
宗
教
〈
対
談
〉
八
木
誠
一
･
清
水
博

一
ﾎ
ﾛ
ﾝ
と
非
線
形
現
象
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
6
9

生
命
の
新
し
い
と
ら
え
方
足
し
算
で
い
け
る
世
界
か
否
か
｢
統
合
｣
と
い
う

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
人
間
の
意
識
の
自
己
組
織
化
ﾎ
ﾛ
ｿ
は
選
択
す
る

二
宗
教
か
ら
み
た
個
の
あ
り
方
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
7
6

｢
ペ
ﾙ
ｿ
ｰ
ﾅ
｣
と
｢
ｲ
ﾝ
デ
ｨ
ヴ
ｨ
ド
ｩ
ｳ
ﾑ
｣
｢
自
我
｣
は
非
線
形
一
意
性

の
世
界
｢
ｴ
ゴ
ｲ
ズ
ﾑ
｣
と
｢
意
識
の
癌
化
｣
｢
殺
さ
な
い
｣
が
｢
殺
す
べ
か
ら

ず
｣
に
ペ
ﾙ
ｿ
ｰ
ﾅ
ﾍ
の
回
帰
神
の
働
き

三
生
き
る
と
い
う
営
み
の
意
味
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
8
6

｢
主
観
｣
の
科
学
的
理
解
を
求
め
て
他
者
の
ﾌ
ﾛ
ﾝ
ﾄ
を
自
己
の
一
部
に
転
換

す
る
過
程
｢
主
客
対
立
｣
の
構
図
｢
主
観
｣
と
｢
客
観
｣
は
分
け
ら
れ
な
い
仏

教
で
い
う
｢
空
｣
と
は
柔
ら
か
い
安
定
性
｢
最
適
戦
略
理
論
｣
と
宗
教
｢
進

化
論
｣
に
新
し
い
作
業
仮
説



飢
餓
感
か
ら
の
出
発
-
経
済
発
展
の
も
た
ら
す
も
の
〈
対
談
〉
宮
崎
勇
･
石
井
威
望

一
経
済
の
段
階
的
発
展
と
｢
飢
餓
｣
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
9
9

基
本
的
欲
求
と
し
て
の
食
欲
競
争
こ
そ
経
済
社
会
の
原
動
力
日
本
人
の
危

機
感
と
｢
合
理
的
期
待
形
成
｣
強
ま
る
″
物
離
れ
″
豊
か
な
社
会
で
は
欲
望
と

数
字
が
一
致
し
な
い
ｼ
ﾝ
プ
ﾙ
･
ﾗ
ｲ
ﾌ
の
も
つ
多
様
性

二
平
等
均
質
な
競
争
社
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
0
7

貯
蓄
率
の
高
さ
が
意
味
す
る
も
の
ﾊ
ﾝ
グ
ﾘ
ｰ
な
種
が
生
き
残
る
技
術
開

発
に
み
る
相
対
的
飢
餓
感
飢
餓
を
乗
り
越
え
る
知
恵

西
洋
か
ら
み
た
漢
字
文
化
P
･
ｷ
ｭ
ﾝ
ﾒ
ﾙ

一
表
意
文
字
と
は
な
に
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
1
8

漢
字
の
成
立
漢
字
の
音
標
化
と
簡
略
化
絵
文
字
か
ら
表
意
文
字
へ
現
代

の
絵
文
字
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
｢
六
書
｣
理
論
の
あ
ら
ま
し

二
表
音
文
字
と
は
な
に
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
2
4

表
音
文
字
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の
成
立
ｱ
ﾙ
ﾌ
ｧ
ベ
ｯ
ﾄ
の
合
理
化

三
漢
字
文
化
の
将
来
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
2
6

西
洋
人
の
疑
問
ｺ
ﾝ
ピ
ｭ
ｰ
ﾀ
に
と
っ
て
は
表
意
文
字
の
ほ
う
が
有
利
将

来
の
ﾛ
ｰ
ﾏ
字
と
漢
字



文
化
の
遺
産
は
わ
れ
わ
れ
に
な
に
を
教
え
る
か
　
吉
田
直
哉

一
進
化
論
的
歴
史
観
の
破
綻
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
3
3

現
代
文
明
は
過
去
よ
り
優
越
し
て
い
る
か
文
明
の
″
引
き
潮
″
と
″
満
ち
潮
″

″
失
わ
れ
た
き
の
う
″
の
謎
に
包
ま
れ
た
闇
ｱ
ﾄ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｽ
文
明
の
伝
承

二
文
明
の
滅
亡
か
ら
得
る
教
訓
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
3
8

｢
ﾀ
ｯ
ｼ
ﾘ
の
岩
絵
｣
が
も
た
ら
し
た
ｾ
ﾝ
ｾ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
ﾓ
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ﾛ
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ﾐ
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ﾀ
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間
の
発
見
､
芸
術
の
発
生
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2
5
9

″
答
え
の
な
い
世
界
"
と
生
物
科
学
の
立
場
ダ
･
ヴ
ｨ
ﾝ
ﾁ
の
｢
人
体
比
例
の

図
｣
と
地
球
｢
肉
体
｣
の
発
見
｢
洞
窟
絵
画
｣
と
ｺ
ﾝ
ピ
ｭ
ｰ
ﾀ
″
人
類
史
を

一
挙
に
辿
り
直
す
"
子
供
の
成
長
｢
報
い
の
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
｣
と
芸
術

二
芸
術
表
現
の
変
遷
と
抽
象
性
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2
6

8

″
わ
か
ら
な
い
絵
"
の
歴
史
｡
目
で
触
れ
る
"
美
と
は
別
の
ﾘ
ｱ
ﾘ
ﾃ
ｨ

｢
抽
象
衝
動
｣
と
｢
感
情
移
入
｣
ﾁ
ﾝ
パ
ﾝ
ジ
ｰ
に
抽
象
能
力
は
あ
る
か
″
楽

し
む
能
力
″
と
″
抽
象
能
力
″
人
間
特
有
の
プ
ﾛ
グ
ﾗ
ﾑ
と
し
て
の
芸
術

三
科
学
と
芸
術
の
パ
ﾗ
ﾚ
ﾙ
な
関
係
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2
7
9

ｼ
ｭ
ｰ
ﾙ
ﾚ
ｱ
ﾘ
ｽ
ﾑ
の
科
学
性
意
識
下
の
不
合
理
な
世
界
を
ピ
ｶ
ｿ
と

ｱ
ｲ
ﾝ
ｼ
ｭ
ﾀ
ｲ
ﾝ
の
接
点
科
学
も
芸
術
も
同
じ
基
盤
｢
つ
く
り
手
｣
と

｢
受
け
手
｣
の
相
互
作
用
縦
か
ら
横
に
な
っ
た
関
係

用
語
解
説
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2
8
7

索
弓
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

3
0
4

口
絵
古
代
文
字
―
過
去
か
ら
未
来
へ
の
ｺ
ｰ
ド
―
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